
一
、
祭
神

（

）

丹
生
都
比
売
命

丹
生
大
明
神

に

う

つ

ひ

め

の

み

こ

と

天
照
大
神
の
御
妹
神

（
高
野
大
明
神
）

大

名

草

彦

命

お
お
な
ぐ
さ
ひ
こ
の
み
こ
と

丹
生
大
明
神
の
御
子
神

一
、
境
内
社

（
天
照
大
神
）

夏
瀬
神
社

ー
有
田
川
畔
ー

弁
財
天
尊
）

弁
財
天
神
社
（

ー
有
田
川
畔
ー

(

菊
理
姫
命)

白
山
神
社

ー
白
山
山
頂
ー

ー
瑞
垣
内
の
東
側
ー

春
日
神
社

田
口

東
山
神
社(

國
常
立
命)

水
神
社

(

罔
象
女
神
・
日
根
藤
六
命)

大
谷

豊
玉
神
社(

豊
玉
姫
命)

水
神
社(

罔
象
女
神)

大
賀
畑

里
神
社(

猿
田
彦
命)

船
坂

妙
見
神
社(

國
常
立
命
・
大
物
主
命)

長
谷

八
幡
神
社(

大
鷦
鷯
尊)

田
角

天
神
社(

菅
原
道
真
朝
臣
・
姥
明
神)

常
立
神
社(

國
常
立
命)

八
王
子
神
社(

八
柱
御
子
神)

井
口

春
日
神
社(

天
児
屋
根
命)

ー
瑞
垣
内
の
西
側
ー

吉
備
神
社

井
口

吉
備
神
社(

吉
備
大
神)

許
刀
比
羅
神
社(

大
穴
牟
遅
命)

出

妙
見
神
社(

國
常
立
命)

上
中
島

王
子
神
社(

不
詳)

許
刀
比
羅
神
社(

大
穴
牟
遅
命)

長
田

國
主
神
社(

大
國
主
命)

水
神
社(

罔
象
女
神)

吉
備
名
方
濱
神
社(

天
照
大
神)

尾
中

常
立
神
社(

國
常
立
命)

八
幡
神
社(

譽
田
別
命)

楠
森
神
社(

不
詳)

角

稲
荷
神
社(

倉
稲
魂
命)

一
、
由
緒

当
社
の
主
祭
神
で
あ
る
丹
生

都
比
売
命
は
、
こ
の
神
地
、
夏

瀬
の
森
へ
御
神
幸
に
な
り
、
こ

こ
を
中
心
と
し
て
水
銀
の
開
発

に
お
力
を
尽
く
さ
れ
、
農
業
を

創
始
な
さ
れ
ま
し
た
。
神
功
皇

后
や
応
神
天
皇
は
深
く
大
神
を

御
尊
崇
な
さ
れ
、
こ
の
時
代
に

（
約
千
六
百
年
前
）
当
神
社
の

社
殿
が
立
派
に
建
立
せ
ら
れ
ま

し
た

そ
の
頃
の
鎮
守
の
杜

夏

。

（

瀬
の
森
）
は
、
今
よ
り
は
る
か

南
の
方
に
拡
が
り
、
有
田
川
も

ず
っ
と
南
の
方
を
流
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
平
安
朝
の
大
洪
水

の
た
め
に
森
は
削
ら
れ
、
夏
瀬

の
森
は
北
部
の
一
角
の
み
と
な

り
、
社
殿
も
現
在
の
白
山
の
麓

に
う
つ
さ
れ
ま
し
た
。
境
内
に

奉
安
し
て
い
る
御
神
木
は
、
そ

の
頃
の
大
洪
水
で
土
中
深
く
埋

も
れ
た
楠
で
、
河
川
工
事
の
際。

現
わ
れ
た
由
緒
深
い
も
の
で
す

ま
た
当
神
社
は
、
今
か
ら
約

九
百
年
前
、
真
言
の
僧
玄
蔵
上

人
が
神
社
の
東
の
神
谷
に
七
堂

伽
藍
、
二
十
一
坊
を
建
て
、
神

谷
山
最
勝
寺
と
名
づ
け
両
部
神。

道
に
よ
っ
て
奉
仕
さ
れ
ま
し
た

そ
の
後
一
時
衰
え
か
け
た
の
を

明
恵
上
人
に
よ
っ
て
再
興
せ
ら

れ
ま
し
た
が

豊
臣
氏
の
頃

約

、

（

四
百
年
前
）
遂
に
最
勝
寺
は
破

却
せ
ら
れ
、
そ
れ
以
後
は
再
び

唯
一
神
道
に
よ
っ
て
奉
仕
さ
れ

て
い
ま
す
。

以
前
、
高
野
大
明
神
が
井
口

に
て
お
祀
り
さ
れ
て
い
た
時
代

が
あ
っ
た
た
め
、
丹
生
社
を
上

の
宮
、
高
野
社
を
下
の
宮
と
申

し
ま
す
が
、
現
在
で
は
高
野
大

明
神
は
本
殿
（
上
の
宮
）
に
お

祀
り
申
し
て
い
ま
す
。
秋
の
例

大
祭
に
は
、
上
の
宮
と
下
の
宮

（
御
旅
所
）
と
の
間
の
御
渡
り

の
祭
祀
（
町
指
定
文
化
財
）
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

田
殿
の
里
の
氏
神
様
は
、
産

（

、

、

）

業
発
展

農
業

工
業

商
業

の
神
、
開
運
の
神
、
縁
結
の
神

人
々
に
広
く
、
深
く

と
し
て
、

信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
殿
丹
生
神
社

た

ど

の

に

う

じ

ん

じ

や

夏
瀬
の
森
の
楠

）

（
県
指
定
文
化
財
・
天
然
記
念
物

有
田
川
の
畔
、
夏
瀬
神
社
の

裏
に
そ
び
え
て
い
る
楠
の
喬
木

は
、
足
利
義
満
公
が
金
閣
寺
を

建
立
す
る
際
に
、
天
井
の
一
枚

板
に
使
う
た
め
に
切
り
倒
し
た

切
り
株
か
ら
生
え
た
、
ひ
こ
ば

え
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

だ
ん
じ
り
祭
囃
子
・
三
面
神
楽

町
指
定
文
化
財
）

（

毎

年

十

月

十

一

日

の

秋

祭

り

に

は

、

三

面

獅

子

舞

と

六

地

区

の

だ

ん

じ

り

の

笛

太

鼓

の

祭

囃

子

が

奉

納

さ
れ
ま
す
。

一
、
祭
典

一
月

一
日

元
旦
祭

一
月

三
日

家
内
安
全
祈
願
祭

一
月

七
日

角

稲
荷
神
社

冬
祭

一
月
十
五
日

粥
占

古
神
札
焚
上
式

（

）

一
月

成
人
奉
告
祭

成
人
式

一
月
十
七
日

上
中
島

王
子
神
社

冬
祭

一
月
十
八
日

長
田

國
主
神
社

冬
祭

四
月
第
一
日
曜

大
賀
畑

里
神
社

春
祭

四
月
第
三
日
曜

千
葉
山

山
神
社

例
祭

四
月
十
一
日

春
祭

四
月
十
一
日

戦
没
者
慰
霊

招
魂
祭

七
月

十
日

夏
祭
宵
宮

花
火
大
会

七
月
十
一
日

夏
祭

七
月
第
一
日
曜

角

稲
荷
神
社

夏
祭

七
月
十
七
日

上
中
島

王
子
神
社

夏
祭

七
月
十
八
日

船
坂

白
山
神
社

夏
祭

七
月
十
八
日

長
田

國
主
神
社

夏
祭

七
月
十
九
日

大
谷

豊
玉
神
社

夏
祭

七
月
二
三
日

出

妙
見
神
社

夏
祭

七
月
二
三
日

尾
中

常
立
神
社

夏
祭

七
月
二
三
日

田
口

東
山
神
社

夏
祭

（

）

七
月
三
一
日

輪
越
大
祓
式

茅
の
輪
神
事

九
月
十
一
日

田
角

天
神
社

例
祭

十
月
十
一
日

例
大
祭
（
秋
祭
）

十
一
月
十
五
日

七
五
三
詣

（

）

十
二
月

一
日

鎮
火
祭

火
の
用
心
祈
祷

十
二
月
十
一
日

冬
祭

毎
月
一
日

月
並
祭

七
三
七
（
五
二
）
二
三
一
七

〒
六
四
三-

〇
八
五
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

和
歌
山
県
有
田
郡
有
田
川
町
出
三
三
五
番
地

〇



一
、
お
札
の
お
祀
り

ふ

だ

ま

つ

一
，
天
照
皇
大
神
宮

(

伊
勢
神
宮
の
お
札
）

二
，
氏

神

神

社

(

田
殿
丹
生
神
社
の
お
札)

三
，
崇

敬

神

社

(

祈
願
を
し
て
い
る
神
社
の
お
札)

お
神
札
は
、
南
か
東
に
向
く

よ
う
に
お
ま
つ
り
す
る
の
が
一

般
的
で
す
が
、
間
取
り
に
よ
っ

て
は
、
お
ま
つ
り
に
ふ
さ
わ
し

い
明
る
く
清
ら
か
な
場
所
で
あ

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

神
棚
の
な
い
家
庭
で
は
、
神
棚

が
整
う
ま
で
は
タ
ン
ス
や
書
棚

の
上
に
白
い
紙
を
敷
き
お
ま
つ

り
く
だ
さ
い
。
お
札
は
毎
年
お

正
月
に
神
社
よ
り
頒
布
さ
れ
ま

す
。
古
い
お
札
や
お
守
り
は
、

神
社
に
納
め
て
下
さ
い
。

当
社
で
は
、
一
月
十
五
日
の

古
神
札
焚
き
上
げ
式
の
際
、
ご

祈
祷
の
上
、
焚
き
上
げ
ま
す
。

心

願

が

成

就

し

た

場

合

に

は
、
お
礼
参
り
を
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

ご
祈
祷
の
お
申
し
込
み
、
神

事
の
お
問
い
合
わ
せ

田
殿
丹
生
神
社

有
田
郡
有
田
川
町
出
三
三
五
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
七
三
七
（
五
二
）
二
三
一
七
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一
、
個
人
の
ご
祈
祷

初
宮
詣

男
子
は
三
十
一
日
目
、
女
子
は

三
十
二
日
目
に
初
め
て
氏
神
様

に
お
詣
り
し
、
心
身
の
健
康
を

祈
念
し
て
、
氏
子
の
仲
間
入
り

を
し
ま
す
。
日
数
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
気
候
の
い
い
時
期
に
お
詣

り
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

七
五
三
詣

七
才(

女
児)

、
五
才(

男
児)

、

三
才(

男
児
、
女
児
）
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
満
で
も
数
え
歳
で

も
結
構
で
す
。

成
人
奉
告
祭

成
人
式
当
日
、
神
社
に
て
奉
告

祭
と
記
念
撮
影
を
行
い
ま
す

厄
年
祓

（
数
え
歳
）

男
性

二
五
、

四
二
、
六
一

女
性

一
九
、

三
三
、
三
七

前
後
に
前

厄
後
厄
が

あ
り
ま
す
。

長
寿
お
祝

還
暦
六
一
、
古
稀
七
〇
、

喜
寿
七
七
、
傘
寿
八
十
、

米
寿
八
八
、
卒
寿
九
十
、

白
寿
九
九
才

安
産
祈
願

妊
娠
五
ヶ
月
目
に
行
い
ま
す
。

腹
帯
を
ご
持
参
下
さ
い
。

神
棚
清
祓

新
し
い
神
棚
を
整
え
た
際
、
神

札
を
納
め
る
前
に
清
め
祓
い
を

い
た
し
ま
す
。
新
し
い
神
棚
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
古
い
神
棚

は
神
社
で
ご
祈
祷
の
上
焚
き
上

げ
ま
す
。

地
鎮
祭

現
場
の
土
を
少
量
ご
持
参
い
た

だ
き
、
神
社
で
行
う
様
式
も
あ

り
ま
す
。

安
全
祈
願

工
事
や
、
作
業
の
安
全
祈
願
。

神
社
で
も
行
え
ま
す
。

竣
功
祭

工
事
の
完
成
を
お
祝
い
し
ま
す
。

神
棚
奉
斎

自
宅
の
神
棚
に
て
祈
祷
い
た
し

ま
す
。

結
婚
式

森
の
中
の

厳
粛
な
式

で
す
。

良
縁
祈
願

（
縁
結
び

祈
願)

学
業
成
就

（
合
格
祈
願
）

（
お
車
の
お
祓
い)

交
通
安
全

家
内
安
全

身
体
健
康

病
気
平
癒

商
売
繁
盛

心
願
成
就

清
め
祓
い

そ
の
他
の
ご
祈
祷
に
つ
い
て
も
お

尋
ね
下
さ
い

元
旦

粥
占
い
神
事

戦
没
者
慰
霊
招
魂
祭

夏
祭
り

花
火
大
会

輪
越
し

大
祓
式

秋
祭
り

例
祭

秋
祭
り

子
ど
も
御
輿
渡
御

春
祭
り

餅
投
げ

成
人
奉
告
祭
（
成
人
式
）


